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 要 旨 

目的： 

発育過程の多因子が青年期薬物乱用（SUDs）のリスク因子となることが知られている。本研

究では、18歳までのホームレス、養護施設、逆境的小児期体験（ACEs）が最も問題となる青

年期の SUDs である多飲酒、喫煙、大麻の問題に与える影響を調査した。仮説はホームレス

と ACEs は青年期 SUDs の有意なリスク因子となり、養護施設は防御因子となるというもの

である。 

方法： 

全国を代表するデータとして、全国の縦断研究である Adolescent to Adult Health を用いた。

ACEs の評価は CDC-Kaiser ACE 研究、DSM-V SUD の診断は DSM-IV のマニュアルから

引用した。SUD 診断は軽度、中等度、重度とグループ分けした。調査に基づいてロジスティ

ック回帰分析を行い、人口統計学的情報を調整した SUDsのリスクを推定した。 

結果： 

18 歳までに ACEs に加えてホームレスを経験することは青年期の最重度の多飲酒と喫煙、大

麻への進展と有意に関係していた。養護施設は SUDs のリスクおよび防御因子のいずれにも

関与していなかった。 

結論： 

青年期における一般的な SUDs のリスク因子として、成長期のホームレス体験はもうひとつ

の有害な ACEs という見方もできるものであった。アメリカにおける現在のホームレス問題

の拡大を考えると、本研究結果は問題提起に値するものと思われる。 

 

 

 


